
















Art nouveau, Art et décoration, naturalisme, 











近代デザインの書物として知られるニコラ・ペブスナー Nikolaus Pevsner の『モダンデザイ
























（1845‒1917）3 が教えていた図案学校（Ecole normale d’enseignement du dessin）に入学し，
その弟子となる4。ヴェルヌイユはこの頃から本格的にポスターなど平面作品を制作し始め，
図案学校のコンクールでは１位を獲得している。1896年には師のグラッセが著書『植物とそ















図１　 Eugène Grasset: «La plante et 






『シンボル，象徴，記号辞典』«le Dictionnaire des symboles, emblèmes, et attributs» も出
版している。ヴェルヌイユはこの頃から次第に，ポスター，イラストなどの仕事と出版活動を
並行して行うようになっていた。1901年には，画家のアルフォンス・ミュシャ Alphonse 
Mucha（1860‒1939），ジョルジュ・オリオール Georges Auriol（1863‒1938）8 と共著で，
『鏡の使用による際限なき装飾の組合せ』«Combinaison ornementales se multipliant à l’in-


















































図２　 «Étoffes japonaises 
tissées et brochées», 
1910の中で紹介され
た日本の染織。
































































































































































































































註１ 主 な 経 歴 は Maurice Pillard-Verneuil, artiste décorateur de l’art nouveau 1869‒1842, Fondation 
Neumann, Suisse, 2000, 及び Art et décoration によったが，ボザールの資料 Série AJ 52/Pièce nos 
244, 243には1888年２月25日付けで入学志願者としての許可書が残されているのみである。
２ ボザールの資料 Série AJ 52/Pièce nos 242には1888年７月９日にやはり入学志願者として記録がある
のみである。




４ この学校は1881年建築家のアルフォンス・テオドール・ゲラン Alphonse Théodore Guérin によって
創設されたことからエコール・ゲラン Ecole Guérin と呼ばれ，当時パリの第六区，ヴァヴァン通り
の19番地にあった。しかし，この学校でグラッセが重要な位置を占めていたことから，別にグラッセ
の学校 Ecole Grasset とも呼ばれていた。Joseph Balmont «L’Ecole Guérin», La revue des arts déco-




た図版集であったことがわかる。«vient de paraître : la première livraison de l’Animal dans la déco-


















にあった芸術家グループ「黒猫」Le chat noir のメンバー。作品には日本趣味のものが多い。
９ 「ラ・ポワニエの展示会」«L’exposition de la Poignée» in Art et Décoration, XIII, p. 66, 1903.











18 Art et Décoration, XV, pp. 1‒21, 1904.
19 Art et Décoration, XXVII, pp. 1‒20, 1905.
20 Art et Décoration, XXI, pp. 1‒30, 1907.
21 Art et Décoration, XXV, pp. 1‒20, 1909.
22 ジョルジュ・キュヴィエ : 比較解剖学に基づき，動物の分類をおこなった博物学者。
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